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洲本市子ども・子育て支援事業計画 令和元年度主な事業の実施状況 

１ 幼児期の教育・保育  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施状況】 

 令和元年度実績では量の見込みを 6 人上回る結果となっています。利用区分別

で見ると、1 号認定（3 歳以上・教育利用）で見込みを下回っており、保育利用（2

号認定、3 号認定）の希望の増加が見受けられます。 

本市では平成 31 年４月より公立認定こども園を開設し、保育の利用定員を増や

して保育需要の増加に対応していますが、ニーズ調査の結果も踏まえながら、今

後の需給計画を検討して参ります。 

 

 

２ 時間外保育事業（延長保育事業） 

 

計画 実績 

量の見込み 確保方策 利用状況 計画との差 

90 人 90 人 40 人 ▲50 人 

 

【実施状況】 

令和元年度の利用状況は量の見込みを下回っていますが、保育需要の高まりを

考慮し、引き続き提供体制を維持します。 

 

 
計画 実績 

量の見込み 確保方策 利用状況 計画との差 

１号認定 250 人 
250 人 

(確認を受けない 

幼稚園を含む) 

215 人 
(確認を受けない 

幼稚園を含む) 

▲35 人 

２号認定 610 人 610 人 632 人 22 人 

３号認定 291 人 291 人 310 人 19 人 

合  計 1,151 人 1,151 人 1,157 人  6 人 

資料① 
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３ 放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ） 

 

登録児童数 

計画 実績 

量の見込み 確保方策 利用状況 計画との差 

低学年 294 人 294 人 380 人 86 人 

高学年 29 人 29 人 46 人 17 人 

合 計 323 人 323 人 426 人 103 人 

 

【実施状況】 

未就学児の保育ニーズと同様に、放課後児童クラブの利用希望も増加傾向にあ

ります。 

今後、高学年までの受け入れが課題となっており、児童の安全な保育環境を図

る観点からも、市所管施設の有効活用や小学校の余裕教室等の活用促進など、提

供体制の確保に努めます。 

 

 

４ 子育て短期支援事業（ショートステイ） 

 

 
計画 実績 

量の見込み 確保方策 利用状況 計画との差 

年間延べ 

利用人数 
10 人日 10 人日 1 人 ▲9 人 

 

【実施状況】 

平成27年度より本事業を開始していますが、利用数は量の見込みを下回ってお

り、確保の方策においても充足している状況となります。 

引き続き、保護者の疾病等の理由により養育を受けることが一時的に困難とな

った児童に対する支援の強化に努めます。 
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５ 地域子育て支援拠点事業  

 

計画 実績 

量の見込み 確保方策 実施箇所数 計画との差 

4,655 人回 2 箇所 2 箇所 ― 

 

【実施状況】 

市内2箇所で開設している子育て学習センターにおいて地域子育て支援拠点事業

を実施しています。 

今後も引き続き多くの利用につながるよう内容の充実に取り組みます。 

 

 

６ 一時預かり事業 

 

年間延べ 

利用人数 

計画 実績 

量の見込み 確保方策 利用状況 計画との差 

3～5 歳（1号） 4,919 人 4,919 人 3,061 人 ▲1,858 人 

3～5 歳（2号） 7,164 人 7,164 人 8,876 人 1,712 人 

0～5 歳 650 人 650 人 530 人 ▲120 人 

 

【実施状況】 

令和元年度の利用実績では、３～５歳の預かり保育において、1号認定による利

用は公立幼稚園3園の閉園により、量の見込みを下回る結果となっています。2号

認定による利用においては、量の見込みを上回る状況となっていますが、提供体

制は確保されています。引き続き、利用ニーズに応じた事業実施に努めます。 
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７ 病児・病後児保育事業 

計画 実績 

量の見込み 確保方策 利用状況 計画との差 

312 人日 312 人日 4 人日 ― 

 

【実施状況】 

平成 31 年 4 月より新たに開設した公立認定こども園に病後児保育室を設け、事

業に取り組んでいます。 

 

 

８ 子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業） 

 

 

 

 

 

 

【実施状況】 

ファミリーサポートセンター事業については、現在実施しておりません。利用者

ニーズについては、一時預かり事業（０～５歳）、放課後児童クラブ等で対応を行

っています。 

 

 

９ 利用者支援事業 

 

計画 実績 

量の見込み 確保方策 実施箇所数 計画との差 

1 箇所 2 箇所 1 箇所 ▲1 

 

【実施状況】 

利用者支援事業については、平成29年度より母子保健型として事業を実施してい

ます。 

計画 実績 

量の見込み 確保方策 実施箇所数 計画との差 

144 人日 0 人日 0 箇所 ― 
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10 乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん訪問事業） 

 

計画 実績 

量の見込み 確保方策 利用状況 計画との差 

267 人 267 人 254 人 ▲13 人 

 

【実施状況】 

保健師、助産師、家庭児童相談員により対象家庭を訪問して事業を実施してい

ます。児童数は減少傾向にありますが、今後も引き続き、全ての家庭を訪問し、

子育て支援に関する情報提供や養育環境等の把握を行い育児に関する不安の解消

を目指します。 

 

 

11 養育支援訪問事業  

 

計画 実績 

量の見込み 確保方策 利用状況 計画との差 

4 人 4 人 2 人 ▲2 人 

 

【実施状況】 

利用状況にかかわらず、要保護児童等に対する支援のために関係機関との連携

強化に努めるとともに、支援が特に必要な対象者の家庭に対し支援員等を派遣し、

引き続き育児不安の解消に努めます。 
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12 妊婦健康診査 

 

 
計画 実施状況 

量の見込み 確保方策 利用状況 計画との差 

年間受診人数 337 人 337 人 259 人 ▲78 人 

 

【実施状況】 

助成券の交付により、妊婦健康診査に係る費用の助成を行っています。本事業

は、妊婦がより健やかな妊娠期を過ごし、安心して出産を迎えるために重要であ

ることから、今後も本助成を実施し、積極的な受診を促進するために支援して参

ります。 

 

 

 


